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研究成果の概要（和文）：セミクラスレートハイドレート(SCH)系潜熱蓄熱材料の実用化に対する主な障壁であ
る結晶化の過大な過冷却現象について、過冷却の低減・望むタイミングでの結晶化など、「過冷却のコントロー
ル」が本研究課題の最終的な目的である。その目的を達するため、溶液中に存在する数十nmの分子集団からなる
構造（溶液構造と呼ぶ）を観察した。溶液構造の迅速な形成、再結晶においては結晶分解後に溶液に残る残留構
造の保持が過冷却の低減に重要であることを明らかにした。
また、新規に潜熱蓄熱材となるSCH系を明らかにし、その最大許容過冷却度を測定した。ゲスト物質の構造など
が分解温度や分解エンタルピーに及ぼす影響を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The ultimate goal in the present study is to control the supercooling 
phenomena, such as diminishing the degree of supercooling and/or controlling the timing of 
crystallization, in the semiclathrate hydrate (SCH) systems as latent heat storage materials. To 
approach the goal, we have observed the molecular aggregates (with several tens of nano-meters, 
hereafter called "solution structures") in the aqueous solution. The important findings for 
diminishing supercooling are acceleration of the solution structure formation and the enhanced 
lifetime of residual solution structures in recrystallization.
In addition, we have reported some semiclathrate hydrate systems as new latent heat storage 
materials and measured the enthalpy of decomposition, phase equilibrium relations, and the maximum 
allowable degree of supercooling. These results reveal the effect of the molecular structure of SCH 
guests on the enthalpy of decomposition and phase equilibrium relations.

研究分野： 化学工学、物理化学

キーワード： 潜熱蓄熱材　溶液構造　セミクラスレートハイドレート　過冷却抑制　結晶化機構　相平衡測定　メモ
リ効果

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
過冷却状態は初期結晶が生成するための準備・助走期間ととらえ、この期間に過冷却溶液内で起きている現象・
変化が、過冷却状態から結晶化までの保持時間など過冷却状態の安定性に大きく関与していることを明らかにし
た。過冷却水溶液の微細構造変化を電子顕微鏡視野で視覚的に明らかにしたことは、様々な晶析技術において、
過冷却状態のコントロールに対する学術的な突破口になるものと思われる。
社会的には、本研究課題の成果が水溶液系の潜熱蓄熱材料を用いる際の問題点を解決する糸口となり得るため、
幅広い温度帯で使用可能な潜熱蓄熱材料の利用により、これまで以上に、未利用熱エネルギーの有効利用につな
がると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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